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第70回　日本学校農業クラブ全国大会　南東北大会

第29回　全国産業教育フェア　新潟大会

2019年10月23日（水）～24日（木）

2019年10月26日（土）

・農業鑑定競技　分野：農業　　駒　形　守　羅（アグリビジネス科２年）

・農業鑑定競技　分野：畜産　　高　橋　六　花（アグリビジネス科３年）

　　　　　　　　　　　　　　　瀧　　　　　朱（アグリビジネス科３年）

・農業鑑定競技　分野：食品　　青　山　エイト（フードシステム科２年）

・クラブ員代表者会議　　　　　浜　平　くるみ（フードシステム科３年）

・フラワーアレンジメント競技　鈴　村　誠　也（アグリビジネス科２年）

「かわいいね」撮影：安田　華琳（写真研究同好会）



学科紹介
アグリビジネス科
◦これからの「おいしい」を支える農業を学びます。
◦農業がもつ機能を活用し、豊かな産業の創造に携わります。
◦豊かなフィールドを通して体感しながら学ぶことができます。

フードシステム科
◦食品づくりから「安全と安心」の基礎を学びます。
◦食品製造や品質管理、衛生管理などについて実践的に学ぶ科です。
◦農業生産物の流通や販売に携わりながら学ぶことができます。

たくさんの思いを応援、サポート！
士幌町からの支援
ア　部活動や農業クラブへの経済的助成
イ　町内の施設や人との交流（講習会、講演会）
ウ　自主バス運行に対する助成
エ　�町外生徒で自主バス通学が困難な生徒は町内指定下宿（フレンドハウス）
への入居可能

資格検定取得への支援
　学校で開講している検定試験に合格すると、受験料を全額助成します。
（例　文書処理検定、日本漢字能力検定、簿記検定、その他　※一部検定を除く）

町外生徒の通学には自主バスの利用
　遠方からの通学には、保護者主体で運行している自主運営バスがあります。
帯広・音更・芽室・札内等、十勝管内各方面からの通学が可能です。

４年制大学を目指す生徒への支援・助成制度
　入学時、４年制大学を目指す場合、１年生より月額20,000円助成。また、
修学資金無利子貸付制度（大学進学後）の利用が可能です。なお、町内企業
等に10年間勤務、または公立学校の教員になれば、全額助成。

1

2

3

4

在校生より

①士幌高校に入学して良かったこと
　　農業や食品について生産から加工、販売までを行えるこ

とです。販売会に参加して自らの手で生産品を販売する楽しさなど、普通高
校では経験できないことができました。また、農業クラブ３大事業でメンバ
ーと一緒に優勝できたことが高校生活で一番嬉しかったです。
②中学生へのメッセージ
　士幌高校の魅力はまだまだたくさんあります！頑張れば頑張るほど結果がつ
いてくるので、たくさんチャンスを掴んでください！士幌高校で待ってます！

浜平くるみ さん
（フードシステム科３年生）
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卒業生より

①士幌高校の一番の思い出
　実績発表で全国大会に出場できたこと、そこで優秀賞を獲
得できたことです。

②今の仕事について
　総務課に配属されてからは、電話や来客への対応などを行っています。高
校生だった頃とは比べものにならないくらい大変ですが、充実した毎日を過
ごしています。
③中学生へのメッセージ
　士幌高校は、頑張る機会がたくさんあり、やりたいことを見つけられる学
校です。ぜひ、入学を考えてみてください。

大西　杏奈 さん
（平成30年度卒業生　士幌町農業協同組合）

　ぼんやりとしていた生徒のキモチを明確な夢や目標にする。生徒ひとりひと
りの思いを応援していくプロジェクトです。
　士幌高校に通う生徒は、豊かな自然の中で自分の夢や思いを叶えるために日々
学んでいます。生徒の姿をより多くの人に知ってほしいという願いから「志」
プロジェクトは始まりました。
　心に決めた目的や目標、相手のためを思う気持ちの意味を持つ「志」。士幌
の「士」に生徒の「心」という２つの漢字を組み合わせて、プロジェクト名に
なっています。
　生徒の思いを目に見える形にして届けます。ひとつひとつの志が集まり、町
の志を形作る。それが志プロジェクトです。
◦志プロジェクト認証までの道筋
　志プロジェクトは、生徒会の役目を果たす農業クラブ執行部が中心となり、
平成26年にスタートしました。認証されるには、自らの活動や思いを申請書
に書き記し、面接を受けます。面接官は農業クラブ執行部。申請は、個人でも
団体でも構いません。
　面接に合格すると、認証の証としてシルバーバッジがもらえます。さらに、
１人で３個の活動が認証されるとゴールドバッジに昇格。ブレザーの胸に光る
バッジは生徒の誇りにもなっています。

志プロジェクトとは

校訓　人に対しても　物に対しても　謙虚な社会人となろう

PROJECT
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「朱夏」撮影：畠野　麗桜（写真研究同好会）
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発行日：平成26年６月30日� 士幌高等学校ＰＴＡだより　第118号

士幌高等学校ＰＴＡ　高原だより

発行日：令和元年10月１日� 士幌高等学校ＰＴＡだより　第135号

　８月22日（木）に今年度も岐阜県美濃市から美濃市の小学生

と士幌町の小学生が本校に来校し、全員でジャガイモ堀を体験

しました。当日は、小雨の中でしたが、小学生みんな楽しみに

していたとあって、何とかイモ堀を行うことができました。その後は、蒸かしたジャガイモをみんなで試食しました。

23日（金）は美濃市の小学生だけでしたが、アイスクリームの試食や施設の見学等充実して帰っていきました。

美濃市交流事業が行われました。

　８月21日から23日の３日間、２年生61名が職業体験であ

るインターンシップを実施しました。アグリビジネス科は畑作

農家や酪農家、農業機械メーカー等を中心に実習し、フードシ

ステム科は飲食店や病院給食、製菓店等で実習し、仕事について理解を深めると共に、社会人としての心構えを学び

ました。49カ所の実習先のうち、士幌町内では26事業所に生徒を受け入れて頂き、大変貴重な実習をさせて頂きま

した。御協力ありがとうございます。

インターンシップ

　８月22日（木）、23日（金）壮瞥高校を当番校に、令和元年度日本学校農

業クラブ北海道連盟全道意見大会が開催されました。東北海道代表として

本校から３名の生徒が参加しました。全国大会の出場権は惜しくも獲得で

きませんでしたが、３年２組小川菜月さん、３年２組福田あみさんが、

10月下旬に行われる北海道産業教育フェアへの出場権を獲得しました。

北海道の産業高校（商業や工業など）が集まる北海道産業教育フェアでの

本校生徒の活躍を期待しています�
～成績一覧～
分野：Ⅰ類　優秀賞　小川菜月　　分野：Ⅲ類　優秀賞　福田あみ

　８月１日（木）、岩見沢農業高校を当番校に、令和元年度日本学校農業ク

ラブ北海道連盟全道技術競技大会が開催されました。本校代表生徒22名は、

６月の校内大会で校内代表を決定後から学習会や勉強合宿に取り組みまし

た。その結果、10月に福島県で開催される全国大会に２年１組駒形守羅

さん、３年１組高橋六花さん、瀧朱さん、２年２組青山エイト君、以上の

４名が出場します。また、同じく10月に新潟県で開催される産業教育フ

ェアに２年１組鈴村誠也君が出場します。全国大会での本校生徒の活躍を

期待しています�
～成績一覧～
農業鑑定競技 分野：農業 東北海道連盟 優秀賞　駒形　守羅

農業鑑定競技 分野：畜産 東北海道連盟 優秀賞　高橋　六花、瀧　朱、赤川　人成、前多　涼介

農業鑑定競技 分野：食品 東北海道連盟 優秀賞　青山エイト、浜平くるみ、下山　彰俊、高橋　広大

家畜審査競技 乳牛の部 団体 東北海道連盟 最優秀賞　北海道士幌高等学校

家畜審査競技 乳牛の部 個人 東北海道連盟 最優秀賞　野田　達哉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優秀賞　松本　颯太、岡崎　弘季

フラワーアレンジメント競技 東北海道連盟 最優秀賞　鈴村　誠也

令和元年度日本学校農業クラブ北海道連盟全道技術競技大会

令和元年度日本学校農業クラブ北海道連盟全道意見発表大会

　今号が発行を迎える時期は、秋深まる10月です。本校では秋の味覚が畑で実り、様々な販売会に参加す

る時期となります。また、見学旅行、海外文化交流事業、農業クラブ全国大会と多くの行事も待ち受けてい

ます。すべての行事が安全に、かつ生徒の成長につながるよう取り組んで参ります。

編集
後記


